
環
境
負
荷
低
減
技
術
の
牽
引
役
に

中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
定
着
支
援

企
業
訪
問

面
接
会

約５ に育ったスィートソルガム

茨
城
県
特
集

大学・企業の地域活性化の取り組み
茨城大学ひたちなかテクノセンター

グ
リ
ー
ン
デ
バ
イ
ス
最
先
端
の
研
究
を

地
元
の
産
学
官
連
携
３
ス
テ
ー
ジ
で
実
施

ナノワイヤ磁気メモリの概念図

バ
イ
オ
燃
料
生
産
産
業
化
目
指
す

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ６月２０日 金曜日 　　

磁性体で出来たナノワイヤの磁化で情報を記憶するメモリー。
ナノワイヤに流す電流で情報を図の左右に動かし、情報の読み
書きをする。ナノ構造の工夫により、情報をより多く記憶し、
省電力で動かせるようにした。

　
グ
リ
ー
ン
デ
バ
イ
ス
教
育

・
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

高

温
半
導
体

高
効
率
熱
電
変

換
素
子

高
省
電
力
磁
気
メ

モ
リ
技
術
―
三
つ
の
先
端
技

術
を
ハ
イ
キ
ュ
ー
ブ

Ｈ
ｉ

ｇ
ｈ
３

と
名
付
け
た
。
先

端
高
密
度
集
積
回
路

Ｌ
Ｓ

Ｉ

配
線
技
術
を
核
と
す
る

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
融
合

し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

低
環
境
負
荷
デ
バ
イ
ス
・
材

料
の
開
発
を
目
指
す
。
ナ
ノ

構
造
制
御
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
技
術
を
駆
使
し
て
、
ニ

ー
ズ
を
先
取
り
し
た
最
先
端

研
究
を
行
う
。

　
低
環
境
負
荷
技
術
の
け
ん

引
役
と
な
り
得
る
高
温
半
導

体
の
高
性
能
・
高
信
頼
化
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
融
点

が
高
く
接
合
時
に
ボ
イ
ド
の

発
生
し
な
い
高
温
ハ
ン
ダ
の

開
発
が
不
可
欠
。
同
セ
ン
タ

ー
で
は
、
超
塑
性
現
象
を
利

用
し
て
高
温
半
導
体
と
絶
縁

基
板
と
を
ボ
イ
ド
フ
リ
ー
接

合
で
き
る
ア
ル
ミ
と
亜
鉛
の

合
金
ハ
ン
ダ

Ａ
ｌ
―
７
８

ｗ
ｔ
％
Ｚ
ｎ

を
世
界
で
初

め
て
開
発
し
た
。
現
在
、
シ

リ
コ
ン
カ
ー
バ
イ
ド

Ｓ
ｉ

Ｃ

高
温
半
導
体
と
絶
縁
基

板
と
の
接
合
に
同
ハ
ン
ダ
を

適
用
す
る
た
め
の
研
究
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
ナ
ノ
構

造
を
導
入
し
た
超
塑
性
ハ
ン

ダ
の
開
発
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高

効
率
利
用
技
術
に
も
取
り
組

む
。
熱
を
電
気
に
直
接
変
換

で
き
る
熱
電
素
子
は
、
世
界

の
全
生
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約

％
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
る

「
廃
熱
」
か
ら
の
回
収
を
可

能
に
す
る
。
大
規
模
な
普
及

へ
の
鍵
を
握
る
の
は
素
子
を

構
成
す
る
材
料
性
能
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
ナ
ノ
構
造
を
素

子
に
導
入
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
効
率
の
向
上
を
図
る

先
端
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
装
置

Ｈ
Ｄ
Ｄ
よ
り
も
低
電
力
・

高
速
領
域
の
情
報
記
憶
装
置

の
開
発
は
、
将
来
の
低
環
境

負
荷
社
会
に
不
可
欠
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
の

構
造
を
制
御
し
、
記
録
さ
れ

た
情
報
列
を
Ｈ
Ｄ
Ｄ
よ
り
も

２
倍
以
上
高
速
で
記
録
・
再

生
で
き
る
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
磁
気

メ
モ
リ
を
原
理
的
に
明
ら
か

に
し
た
。
将
来
は
さ
ら
に
低

電
力
・
高
速
で
動
作
す
る
情

報
機
器
の
開
発
に
挑
戦
す

る
。

　
植
物
か
ら
つ
く
る
バ
イ
オ

燃
料
は
、
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
量
を
増
や
さ
な
い
た

め

、
化
石
燃
料
に
代
わ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
茨
城
大
学
で
は

バ
イ
オ
燃
料
の
産
業
化
と
普

及
を
目
指
し
て
、
「
バ
イ
オ

燃
料
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
重
点
研
究
で
推
進
し
て
い

る
。

　
イ
ネ
科
の
作
物
「
ス
ィ
ー

ト
ソ
ル
ガ
ム
」
の
茎
の
搾
り

汁
に
含
ま
れ
る
糖
か
ら
、
エ

タ
ノ
ー
ル
を
１

当
た
り
お

よ
そ
３
―
４

生
産
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ス
ィ
ー
ト
ソ

ル
ガ
ム
は
わ
が
国
で
は
古
く

か
ら
飼
料
用
と
し
て
栽
培
さ

れ
て
き
た
「
ソ
ル
ガ
ム
」
の

一
種
で
、
栽
培
が
容
易
で
労

力
や
コ
ス
ト
も
小
さ
く
、
全

国
で
栽
培
で
き
、
食
用
で
は

な
い
た
め
に
食
料
生
産
と
競

合
し
な
い
。
ま
た
、
エ
タ
ノ

ー
ル
生
産
の
た
め
の
設
備
は

比
較
的
安
価
で
あ
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

ス
ィ
ー
ト
ソ
ル
ガ
ム
の
栽
培

か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
生
産
ま
で

を
一
貫
し
て
研
究
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
栽
培
コ
ス

ト
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
１

当

た
り
約

円
で
生
産
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
の
価
格
な

ら
、
海
外
か
ら
の
輸
入
燃
料

と
競
争
で
き
る
。

　
ま
た
、
ス
ィ
ー
ト
ソ
ル
ガ

ム
は
バ
イ
オ
燃
料
ば
か
り
で

は
な
く
多
面
的
な
利
用
が
可

能
で
あ
る
。
耕
作
放
棄
地
や

休
耕
地
な
ど
の
農
地
へ
の
回

復
、
搾
り
か
す
か
ら
の
飼
料

や
パ
ル
プ
、
紙
、
ペ
レ
ッ
ト

の
作
成
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
エ
タ
ノ
ー
ル
の

生
産
コ
ス
ト
が
さ
ら
に
低
減

で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
ス
ィ
ー
ト
ソ
ル

ガ
ム
が
有
す
る
土
壌
成
分
の

高
い
吸
収
能
力
は
、
東
日
本

大
震
災
の
津
波
に
よ
る
塩
分

集
積
地
や
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
性
物
質
の
蓄
積
地
で
の

回
復
に
有
力
で
あ
り
、
す
で

に
現
地
で
実
証
試
験
が
行
わ

れ
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
持
続
可
能
な
バ
イ

オ
燃
料
の
生
産
を
、
自
治

体
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
て

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ひ
た
ち
な
か
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
は
、
製
造
業
の
集
積
す

る
茨
城
県
北
部
地
域
の
活
性

化
の
た
め
、
茨
城
県
、
近
隣

市
町
村
、
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
、
日
立
製
作
所
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
企
業
の
出

資
に
よ
り
、
１
９
９
０
年
に

設
立
さ
れ
た
第
三
セ
ク
タ

ー
。
同
社
の
各
種
企
業
支
援

メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
、

２
０
１
５
年
度
か
ら
国
の

「
地
域
中
小
企
業
の
人
材
確

保
・
定
着
支
援
事
業
」
を
、

日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
。
同
事
業
は
、
地
元
学
生

の
地
域
中
小
企
業
へ
の
就
職

に
向
け
た
動
機
づ
け
か
ら
、

就
職
し
た
人
に
は
定
着
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
茨
城
大

学
、
茨
城
県
高
等
専
門
学

校
、
常
磐
大
学
、
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
、
県
立
産
業
技

術
短
期
大
学
校
な
ど
の
教
育

機
関
と
、
茨
城
県
、
茨
城
労

働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

行
政
機
関
、
地
域
の
商
工
会

議
所
な
ど
と
連
携
し
、
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
具
体
的
に
は
大
学
生
な
ど

に
対
す
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
魅
力
発
信
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
就
職
に
対
す
る
意
識
づ
け

と
し
て
行
う
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

と
大
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
、
若
手
従

業
員
の
定
着
支
援
を
行
う
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
の
、
３
ス
テ
ー
ジ

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
事
業
と
し
て
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
１
で
は

昨
年

月
に

開
設
し
た
中
小
企
業
紹
介
サ

イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
サ
ー
チ
い
ば

ら
き
」
を
企
業
や
学
生
、
大

学
の
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に

使
い
や
す
く
、
広
く
活
用
し

て
も
ら
う
た
め
機
能
ア
ッ
プ

を
図
る

学
生
や
大
学
関
係

者
に
地
域
の
中
小
企
業
を
良

く
理
解
し
て
も
ら
い
、
就
職

先
と
し
て
選
択
し
根
付
い
て

も
ら
う
た
め
、
中
小
企
業
の

現
場
見
学
ツ
ア
ー
や
５
日
間

程
度
の
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

就
業
体
験

を
進
め

る

中
小
企
業
経
営
者
を
講

師
と
し
て
地
域
産
業
の
仕
事

を
知
り
、
職
業
観
を
醸
成
す

る
た
め
の
講
義
を
行
う

学

生
と
中
小
企
業
経
営
者
と
の

懇
談
会
で
は
、
企
業
経
営
者

と
学
生
と
の
直
接
対
話
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
企
業
経
営
者
と
の
距

離
感
を
縮
め
て
就
職
先
と
し

て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
行
う

経
営
者
セ
ミ
ナ
ー

や
保
護
者
向
け
に
現
在
の
就

職
状
況
や
今
時
の
学
生
の
考

え
方
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う
。
そ
の
ほ
か
県
を
代
表
す

る
企
業
を
全
国
に
紹
介
す
る

き
ら
り
企
業
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

や
、
起
業
・
創
業

を
目
指
す
学
生
や

若
年
者
へ
の
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
も
実
施

す
る
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
で

は
、
各
大
学
内
や

外
部
の
会
議
場
な

ど
を
用
い
て

回

の
会
社
説
明
会
と

６
回
の
就
職
面
接

会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た

学
生
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
を
行
い
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
な

ど
も
実
施
す
る
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
は

新
入
社
員
研
修

入
社
３
年
目
程

度
の
従
業
員
を
対
象
と
し
た

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の

中
堅
社
員
研
修

製
造
現
場

で
働
く
若
手
社
員
に
も
の
づ

く
り
の
基
礎
を
再
確
認
し
て

も
ら
う
技
術
研

修

も
の
づ
く

り
の
基
礎
を
理

論
的
に
裏
付
け

て
学
校
で
学
ん

で
き
た
こ
と
が

実
社
会
で
ど
う

使
わ
れ
て
い
る

の
か
を
学
ぶ
講

座
も
実
施
す

る
。

　
昨
年
度
は
ス

タ
ー
ト
が
７
月

と
遅
れ
た
も
の

の
、
そ
れ
で
も

各
種
事
業
に
約

５
０
０
社
の
企

業
、
１
３
０
０

人
の
学
生
が
参

加
し
、
約

人

の
内
定
を
出
す

こ
と
と
が
で
き

た
。
今
年
度
は

４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
計
画

し
て
い
る
事
業

も
増
え
た
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に

多
く
の
企
業
や
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
多
く
の
人
が

地
域
に
根
ざ
し
て
も
ら
え
る

よ
う
事
業
を
進
め
て
い
く
。


